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大野竹田道路は，環境影響評価の手続きにおいて，サシバに対する工事中の環境保全措置が

必要であることが示された．事業の円滑な推進及びサシバの生息・繁殖環境保全のため，継続

的に，適切な環境保全措置及びモニタリング調査を実施した結果，工事中及び供用後において，

サシバの生息・繁殖環境が保全されたことを確認した．本稿では，大野竹田道路においてサシ

バへの環境保全措置及びモニタンリング調査の内容について報告するとともに，その効果及び

環境保全措置を実施する際の留意点について考察するものである． 
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1.  はじめに 

 

一般国道57号（中九州横断道路）大野竹田道路（表-

1）は，環境影響評価の手続きにおいて，サシバに対す

る工事中の環境保全措置が必要であることが示された． 

事業の円滑な推進及びサシバの生息環境保全のため，

2007年度から2021年度にわたり適切な環境保全措置及び

モニタリング調査を実施した結果，工事中及び供用後に

おいて，サシバの生息・繁殖環境が保全されたことを確

認した． 

本稿では，大野竹田道路においてサシバへの環境保全

措置及びモニタンリング調査の内容について報告すると

ともに，その効果及び環境保全措置を実施する際の留意

点について考察するものである． 

 

 

2.  大野竹田道路の概要 

 

(1)   大野竹田道路の諸元 

大野竹田道路は，中九州横断道路の一部を形成し，大

分市～熊本市間の広域的な連携を図り，沿線地域の産業

発展や地域活性化の支援等を目的として整備された自動

車専用道路である．2006年度に事業化となり，2015年2

月に大野IC～朝地IC間が開通，2019年1月に朝地IC～竹

田IC間が開通した（図-1）． 

 表-1  大野竹田道路諸元 

延長 L=12.3km 

幅員 W=20.5m（暫定W=12.0m） 

事業区間 (自)大分県豊後大野市大野町田代 

(至)大分県竹田市大字会  々

道路規格 第1種第3級（自動車専用道路） 

車線数 4車線（暫定2車線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1  大野竹田道路位置図 



(2)   環境影響評価の経緯 

大野竹田道路は，完成4車線，延長約12.3kmであるこ

とから，環境影響評価法の第1種事業に該当する．した

がって，環境影響評価法に基づく環境影響評価の手続き

が必要であった． 

2003年度に環境影響評価方法書の公告・縦覧，2005年

度に環境影響評価準備書の公告・縦覧，2006年度に環境

影響評価書の公告・縦覧を行い事業化に至る． 

環境影響評価書において，猛禽類（サシバ）への工事

による生息・繁殖への影響が懸念されることから，サシ

バへの環境保全措置が必要であることが示された．それ

により，2007年度からサシバに対するモニタリング調査

を開始し，必要に応じて環境保全措置を講じてきた．有

識者の助言に基づき，2019年度の全線開通後から2021年

度までの開通後3年間の事後調査を実施し，サシバに対

する環境保全措置及びモニタリング調査を完了した． 

 
 

3.  課題 

 

繁殖するサシバのつがいが高頻度で利用する範囲（高

利用域）は，営巣木から概ね500m以内とされている．

また，サシバの繁殖において最も重要とされる営巣場所

を中心とした営巣中心域は営巣木から概ね200ｍとされ

ている1)（写真-1）． 

本事業では，計画地の近傍において，サシバの営巣木

や繁殖活動が確認され，生息・繁殖への事業による影響

が及ぶおそれがあると予測されたことから，環境保全措

置が必要であることが環境影響評価書に示された． 

したがって，サシバの生息・繁殖への影響を及ぼさな

いよう工事を円滑に進めることが課題であった． 

 

 

4.  環境全措置について 

 

(1)  工事発注計画時点における配慮と繁殖期に施工を避

けるべき範囲の設定 

サシバは夏鳥であり，春（3月下旬～4月上旬頃）に日

本に渡来して繁殖活動を行い，秋に東南アジア等、別の

国へ渡っていく．サシバの繁殖期は3月下旬～7月頃であ

り，この時期を避けた施工を行うことが求められたため，

工事の発注時点から，施工時期がサシバの繁殖期と重複

しないよう配慮した（図-2）． 

具体的には，工事前を含めた経年の猛禽類調査の結

果から高利用域及び営巣中心域を設定し，それを基に

「繁殖期に施工を避けるべき範囲」を設定した．この情

報と工事予定を照らし，可能な限り施工時期がサシバの

繁殖期と重複しないよう配慮した． 

本事業では，前年度に設定した「繁殖期に施工を避け

るべき範囲」と，予定されている工事の施工期間の確認

を行い，当該年度のサシバの繁殖状況を踏まえた「繁殖

期に施工を避けるべき範囲」を再設定し，サシバへ配慮

した施工とすることを継続的に実施した． 

なお，やむを得ず繁殖期に施工を行う場合は，コンデ

ィショニング（馴化）という保全措置を導入した．コン

ディショニングについては，次節に述べる（図-3）． 

 

(2)  工事実施時の配慮とその判断基準の明確化 

やむを得ず「繁殖期に施工を避けるべき範囲」にお 

〇当該年度におけるサシバ保全措置対象範囲の抽出

前年度設定した、「繁殖期に施工を避けるべき範囲」と
当該年度の施工予定区間及び施工時期との重ね合わせ

→環境保全措置の検討が必要な区間の抽出

〇施工期間の確認

工事が単年度工事か、複数年の通年工事か

→複数年工事の場合、繁殖期に「繁殖期に施工を
避けるべき範囲」の休止が可能であるかどうか

〇当該年度の営巣地の把握
定点調査による繁殖地の絞り込み

〇「繁殖期に施工を避けるべき範囲」の再選定
・当該年度繁殖状況に係る範囲設定

〇「繁殖期に施工を避けるべき範囲」における工事の有無
の判定と可能な作業の抽出

・8月以降に「繁殖期に施工を避けるべき範囲」の工事が
可能となるよう工事手順を調整

・測量及びそれに伴う草刈等、重機を伴わない作業
→作業上の留意点の徹底

・準備工等の実施（工程調整が不可能な場合）
→コンディショニングの実施

＊繁殖期に工事を実施しない
ことが前提であるが、やむ
を得ない場合には、代替営
巣環境が近傍に存在するこ
とを確認した上で、学識経
験者の指導・助言の下、工
事継続とそれに伴う対応を
検討する（別紙）

図-3  保全措置判断手順フロー 

 

 
図-2  サシバの生活サイクル1)と施工を避けるべき時期（繁殖期） 

 

写真-1  大野竹田道路において確認されたサシバの例 

施工を避けるべき時期 



いて繁殖期に施工を行う場合は，コンディショニング

（馴化）という措置を導入した．コンディショニングと

は，工事による改変面積や施工規模を徐々に大きくする

等により，猛禽類を工事に慣らすという環境保全措置で

ある．大野竹田道路では，徐々に工事の作業（稼働）時

間を増やすという方法によりコンディショニングを行っ

た．具体的には，図-4に示すとおりであり，1日目は，

午前中（8時～12時）は，1時間のうち10分間作業し50分

休息とした．午後（13時～17時）は，1時間のうち30分

間作業し30分休息とした．2日目は，朝（8時～9時）の

工事を実施せず，9時からは1時間のうち40分間作業し20

分間休息とした．3日目は，朝（8時～9時）の工事を実

施せず，9時からは1時間のうち50分間作業し10分間休息

とした．4日目以降は，通常施工とした． 

なお，サシバは，毎年同じ木に巣をかけるとは限らず，

しばしば年により営巣木を変える性質がある．また，毎

年必ず繁殖を行うとは限らない．そのため，コンディシ

ョニングを実施するか否かは，当該年度におけるサシバ

の行動圏や繁殖状況を調査し，有識者の助言を踏まえ決

定した． 

 

 

 

(3)  施工業者に向けた配慮事項の周知 

大野竹田道路の施工業者を集め，環境保全措置に関す

る説明会の開催，ハンドブックの配布を実施した． 

a) 環境保全措置に関する説明会の開催 

工事実施段階において環境保全措置を適正に履行する

ために，施工業者に対して説明会を開催した（写真-2）． 

説明会では，環境保全措置の履行の必要性及び具体的

な対応について説明した．具体的には，環境影響評価の

経緯，工事にあたって配慮すべき事項，動植物に関する

具体的な環境保全措置の対応内容について説明した． 

b) 環境保全措置に関するハンドブックの配布 

環境影響評価において検討された環境保全措置が適切

に履行され，当該事業による環境影響をできる限り回避

または低減することが必要である．したがって，施工業

者が環境影響評価書に記載された環境保全措置の内容を

的確に理解し，環境保全措置を適切に履行できるよう，

工事実施における環境への配慮事項を記載したハンドブ

ックを作成し，施工業者へ配布した（図-5）． 

 
注）　　　：作業時間、　　　：作業休止時間  

図-4  コンディショニングのタイムスケジュール 

  

写真-2  施工業者を対象とした説明会の開催状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5  施工業者向け環境保全措置に関するハンドブック（抜粋） 

また、平地部を中心に集落・住居が分布しており、大気質・騒音・振動の 



 

(4)  継続的なモニタリング調査と有識者との綿密なヒア

リングの実施 

繁殖期を避けた施工時期の設定，コンディショニン

グの導入の要否については，継続的なモニタリング調査

の結果と，有識者からの助言を踏まえ決定した． 

モニタリング調査は，サシバの渡り及び繁殖期を踏

まえ，毎年4月～8月を基本として継続的に実施した． 

有識者へのヒアリングは，猛禽類調査においては，

計画時と，調査結果或いは予測・評価結果説明時に実施

することが一般的であるが，本事業においては，サシバ

の繁殖状況を踏まえた環境保全措置の実施判断が必要で

あったことから，繁殖期初期（4～5月）にもヒアリング

を行った． 

 

 

5.  環境保全措置の効果 

 

本事業では，サシバに対して，工事着手前の2007年度

から全線開通後3年目の2021年度まで継続的なモニタリ

ング調査を実施するとともに，工事期間中は繁殖期を避

けた施工，必要に応じてコンディショニングを行うこと

により，環境保全措置を完了した．その期間のサシバの

営巣状況を表-2に示す． 

適切に環境保全措置を実施した結果，複数のサシバが

事業地の直近において営巣していたにも関わらず，工事

中から供用後まで，継続的にサシバの繁殖を確認するこ

とができた．また，工事前に確認されたペア数と同数の

ペアが供用後も確認されており，環境保全措置の適正な

履行により，サシバの生息環境を適切に保全することが

できたと考える．これらの効果については，工事中も適

切に環境に配慮しながら事業を進めることで事業とサシ

バの生息環境保全を両立することができた，非常に良い

事例であるとの評価を，有識者から得ている． 

 

6.  考察 

 

今回，事業者だけでなく，施工業者を含めた各関係者

が環境影響評価書に示された環境保全措置の必要性や内

容について正しく理解し，適正な履行を行うことで，対

象とする希少猛禽類（サシバ）の生息環境を保全するこ

とができた．当事業における一連の環境保全措置の結果

から，工事発注時点から計画的な環境配慮を行うことが

重要であると考えられる．また，適正な環境保全措置の

履行のためには，事業者，施工業者，環境コンサルタン

ト，有識者等，事業関係者による協力体制の構築が不可

欠であると考える． 

 

 

7.  おわりに 

 

繁殖期を避けた施工や，コンディショニングは，種々

の猛禽類に対する環境保全措置のうちの一つである．今

回，これらの手法が，事業地に非常に近い位置において

営巣するサシバに対しても有効であることを確認するこ

とができた．本稿が，今後の道路事業に関する環境保全

検討において，一助となれば幸いである． 
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